
主権者教育だより vol.68

第26回参院選 選挙前・選挙後調査の速報版について

主権者教育アドバイザー 杉岡 秀紀（福知山公立大学地域経営学科准教授）

【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会Tel：03-6380-9891

【令和5年１月】

昨年12月22日、大阪府立狭山高等学校で開催された「政治的教養を育む教育」（主催：大阪

狭山市選挙管理委員会）にお招き頂き、2年生240名向けに講演をしてきました。

「なぜ若者の政治参加が必要か」がテーマということで、身近な政治家の認知度テストから

始め、近年の若者投票率の推移や投票に行かない理由、動画から学ぶ

ジェンダーギャップ、国連の気候変動枠組条約締約国会議（COP 26）

に参加した高校生の事例などを紹介しました。最後は「まずは思わず

考えてしまう身近な問題意識を持つことが重要」とのメッセージをお

伝えし、講演を終えました。

今後は選挙はもとより、高校の総合的な探究の時間や公共の授業等

も活用しながら、高校生による小さな実践を期待したいと思います。

～総務省からのお知らせ～

～明るい選挙推進協会からのお知らせ～

～主権者教育アドバイザー紹介～

障害のある方への主権者教育の取組を紹介します
障害のある方の投票に関する各選挙管理委員会での取組のうち、主権者教育に関わる

ものをご紹介します。今後の取組のご参考にしていただければと思います。

主権者教育だよりへ
の情報掲載について

【問合せ先】
総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係
中南･林･小菅 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組みを広く情報発信しています。
自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、ぜひご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。

協会では、国政選挙後に全国の有権者を対象とした意識調査を実施しております。昨年７月
執行の第26回参院選では公示日前と投票日後に、同一の調査対象者（有権者）に対して、同様
の質問をし、政治や参院選等に対する意識の変化等を確認するための調査（パネル調査）を実
施しました。同一の方を対象としたパネル調査は、1983年の第37回衆院選での実施以来、実
に約40年ぶりとなります。

現在、調査結果の分析を報告書に取りまとめていますが、速報版をホームページに公開して
おりますので、ぜひ御覧ください。

なお、継続して行ってきた調査も別途実施しており、こちらも報告書に取りまとめていると
ころです。

いずれの調査も、埼玉大学の松本正生名誉教授に御協力いただきました。

「若者フォーラム2022
Zなチカラで未来を変えよう！
みんなで選挙へHere we go！」を
開催します！

総務省では、若者の皆様に政治や選挙

への関心を高めてもらうため、若者フォ

ーラムを開催しております。今年度は、

「若者フォーラム2022 Zなチカラで未

来を変えよう！みんなで選挙へHere we 

go！」と題し、お笑い芸人EXITのお二人、タレントの井上咲楽さん、アイドルグループ

JO1の與那城奨さん、立命館宇治中学校・高等学校教諭の杉浦真理さんなど御出演のも

と、選挙の魅力や国内外の主権者教育の取り組みなどについてお話しいただきます。

令和5年2月4日（土）よりアーカイブ配信を予定しております。ぜひご視聴ください！

【開催概要（総務省HP）】

https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/shukenshakyoiku/wakamonoforum2022.html

令和4年12月22日（木）に大阪府立狭山高等学校にて講演しました！

・・・

富山県選挙管理委員会では、選挙権年齢が引き下げられたことを機に、県内の高等

学校や特別支援学校において出前授業や模擬投票を実施していますが、障害のある児

童生徒にも授業内容を理解してもらい、充実した体験となるよう配慮しています。

具体的には、障害の程度等を事

前に把握したうえで、手話通訳者

の同席や点字投票用の模擬投票用

紙の準備、車いす用の記載台の使

用など、児童生徒の障害にあわせ

た配慮を行っています。また、希

望があれば代理投票による模擬投

票を実施しています。

今後とも障害のある方に配慮した主権者教育の推進に努めてまいります。

出前授業等を充実したものとするための配慮（富山県選挙管理委員会）

▲点字投票用模擬投票用紙 ▲模擬投票の様子

▲当日の様子

「明るい選挙啓発ポスターコンクール 令和４年度優秀作品集」が完成しました
令和４年度の明るい選挙啓発ポスターコンクール受賞作品を収録した作品集を作成し、選挙

管理委員会や教育委員会、ご応募いただいた学校等に配布しました。
令和４年度は、全国から8,321校、116,776人と、多数のご応募をいただきました。
受賞作品はいずれも力作ばかりです。絵画のタッチや構図、色使いだけではなくキャッチコ

ピーにもぜひご注目ください。
本コンクールは、令和５年度も５月から募集を開始する予定です。主権者教育の一環として

多くの学校で取り組まれることを期待しています。
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